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発電用原子炉の設置の許可との整合性に関する説明書に係る 

補足説明資料 

２．発電用原子炉設置変更許可申請書「本文(十号)」との 

整合性について  

 

抜粋資料 

（ロ 設計基準事故） 
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

ロ
 
設
計
基
準

事
故
 

事
故

に
対

処
す

る
た
め

に
必
要

な
施
設

並
び
に

発
生

す
る

と
想

定
さ

れ
る

事
故
の

程
度

及
び
影
響

の
評
価
を

行
う
た
め

に
設
定
し
た

条
件
及
び

そ
の
評

価
の
結
果
 

 

(
２
)
解
析

条
件
 

各
評

価
事

象
の

解
析

に
当

た
っ

て
考

慮
す

る
主

要
な

安
全

機
能

に
関

す
る

解
析

条

件
を

以
下
に
記
述
す

る
。
 

(
ⅰ
)
原
子
炉
冷
却
材

の
喪
失
又

は
炉
心

冷
却
状
態
の
著

し
い
変

化
 

ａ
．

原
子
炉
冷
却
材
喪
失
 

原
子
炉
の

出
力
運
転
中
に

，
何

ら
か
の
原
因

に
よ
る
原

子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ

ン
ダ

リ
を

構
成

す
る

配
管

あ
る

い
は

こ
れ

に
付

随
す

る
機

器
等

の
破

損
等

に
よ

り
，
冷
却
材

が
系
外
に

流
出
し
，
炉

心
の
冷
却

能
力
が
低
下

す
る
事
象
を
想
定
す

る
。
 

(
a
)
 

原
子

炉
は

，
事

故
発

生
直

前
ま

で
定

格
出

力
の

約
1
0
5
％

（
熱

出
力

3,
44

0M
W）

及
び
定
格
炉
心
流
量

の
10
5
％
で
運
転
し
て

い
た
も

の
と
す
る
。
ま

た
，
原
子

炉
ド
ー
ム
圧
力

の
初
期

値
は

7
.1
7M
Pa
［

ga
ge
］
と

す
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｐ

Ｒ
の
初
期

値
は
，
実

際
に
は
通

常
運
転
時
の

熱
的
制
限

値
よ
り

も
小
さ
く
な
る

こ
と
は
な

い
が
，
沸

騰
水
型
原

子
炉
の
原
子

炉
冷
却
材

喪
失
解

析
に
お
い
て
共

通
の
値
と

し
て
用
い
ら
れ

る
値
，

1
.1
9
と
す
る

。
 

(
b
)
 

解
析

に
用

い
る

燃
料

棒
の

最
大

線
出

力
密

度
は

，
通
常

運
転

時
の

熱
的
制

限
値

で
あ
る

4
4.
0
k
W／

m
の

10
2％

で
あ
る

と
す
る
。

ま
た
，

燃
料
被

覆
管
と

ペ
レ

ッ
ト

間
の

ギ
ャ

ッ
プ

熱
伝

達
係

数
は

，
燃

焼
期

間
中

の
変

化
を

考
慮

し

て
，
解
析

結
果
を
厳
し
く

す
る
値

（
＊
）
を

用
い
る
。
 

(
c
)
 

原
子
炉

停
止
後

の
崩

壊
熱

は
，

実
測
デ

ー
タ
に

基
づ
く

値
に

安
全
余

裕
を

見
込
ん
だ

式
（
Ｇ
Ｅ
（
平

均
）
＋

3σ
）
で
計
算

さ
れ
る
値
を

使
用
す
る
。
 

な
お
，
こ

の
式
は
ア
ク
チ

ニ
ド
の

崩
壊
熱
に

つ
い
て
も
考
慮

し
て
い

る
。
 

 (d
) 

事
故
発

生
と
同
時

に
外
部
電
源
が

喪
失
す
る

も
の
と
す

る
。
し

た
が
っ
て

，

再
循
環
ポ

ン
プ
は
即
時
に

ト
リ
ッ

プ
す
る
も

の
と
す
る
。
 

(
e
)
 
原
子
炉

冷
却
材
喪

失
解
析
は
，
保
守

的
に
原
子

炉
水
位
が
レ
ベ
ル

3（
ス
ク

ラ
ム
水
位
）
に
あ
る
時

か
ら
開
始

し
，
事
故
発

生
と
同
時
に

原
子
炉

水
位
低
信

号
（
レ
ベ

ル
3
）
で

原
子
炉
は

ス
ク
ラ
ム
す

る
も
の
と

す
る
。

ま
た
，
非
常
用

炉
心
冷
却

系
（
以

下
「
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
起
動
信
号

と
し
て
，
ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
圧

力
高
信
号
は
，

原
子
炉

水
位
異
常

低
下
信
号
（
レ

ベ
ル

2
又
は

1）

よ
り
も
早

く
出
る
と
考
え

ら
れ
る

が
，
保
守

的
に
原
子

炉
水
位

異
常
低
下
信
号

に
よ
っ
て

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
が
起

動
す
る

と
仮
定
す

る
。
 

 

             ・
原
子
炉

の
型
式
，
熱
出

力
及
び

基
数

*  

（
*
本
文
三
号

に
記
載
）
 

    ・
ハ
(1
)(

ⅳ
)
b
燃
料
棒
最
大
線
出
力
密

度
 

                 

            【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

  ・
熱

出
力
計
算

書
 

                 

         ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

       

・
炉
心
評
価
値
に

基
づ
き
，
保
守
的
に
設

定
し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

   ・
軽

水
型

動
力

炉
の

非
常

用
炉

心
冷

却
系

の
性

能
評

価
指
針
（
以
下
「
Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ｓ
性

能
評
価
指

針
」

と
い

う
。
）
に
基

づ
き
，
保
守
的
に

設
定
し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
外
部

電
源
の
取
扱

い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る
た

め
 

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
保
守

的
に
設
定
し

た
も

の
で
あ
る
た
め
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(f
) 

原
子
炉

停
止
機
能

の
観
点
か
ら
安

全
保
護
系
（
原
子
炉
水

位
低
信
号
（
レ
ベ

ル
3
）
ス
ク
ラ

ム
）
に
単

一
故
障

を
仮
定
す
る
。
 

(
g
)
 

炉
心
冷

却
機
能

の
観

点
か

ら
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｓ

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

に
対

す
る
最

も
厳

し
い
単
一

故
障
を
仮
定
す

る
。
中
小
破
断
事

故
及
び
大

破
断
事

故
の
い
ず
れ
の

場
合
も
最

も
厳
し
い
単
一

故
障
は

，
高
圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

の
故
障

で
あ
る
。
 

(
h
)
 

破
断
口

か
ら
の

冷
却

材
の

流
出

は
，
均

質
臨
界

流
モ
デ

ル
を

用
い
て

計
算

す
る
。
 

 (
i
)
 

逃
が
し

安
全
弁

に
つ

い
て

は
，

安
全
弁

機
能
よ

り
逃
が

し
弁

機
能
が

先
に

作
動
す
る

が
，
安
全
弁
機

能
が
作

動
す
る
と

仮
定
す
る
。
 

(
j
)
 

燃
料
被

覆
管
温

度
の

計
算

に
お

け
る
燃

料
被
覆

管
と
冷

却
材

間
の
熱

伝
達

係
数
は
，

以
下
に
示
す
相

関
式
を

用
い
る
。
 

９
×
９
燃

料
（
Ａ
型
）
を

装
荷
し

た
炉
心
に

つ
い
て
 

核
沸
騰
冷

却
 

ボ
イ
ド
率

の
関
数
と

す
る
相
関

式
 

膜
沸
騰
冷

却
 

噴
霧
流
冷

却
の
相
関

式
と
修
正

Br
om

le
y
の
式
を
ボ

イ
ド
率
の

関
数
と
し

て
使
用
す

る
相
関
式
 

遷
移
沸
騰

冷
却
 

核
沸

騰
と

膜
沸

騰
の

熱
伝

達
係

数
を

燃
料

被
覆

管
過

熱
度
で
内

挿
し
た
相

関
式
 

蒸
気
冷
却
 

Di
tt
u
s-
Bo
el
t
er

の
式
 

噴
霧
流
冷

却
 

Su
n-
S
ah
a
の
式
 

濡
れ
に
よ

る
冷
却
 

濡
れ
た
後

の
熱
伝
達

係
数
は

An
de
rs
en

の
モ
デ
ル
に

基
づ
く
 

９
×
９
燃

料
（
Ｂ
型
）
を

装
荷
し

た
炉
心
に

つ
い
て
 

核
沸
騰
冷

却
 

ボ
イ
ド
率

の
関
数
と

す
る
相
関

式
 

膜
沸
騰
冷

却
 

修
正

B
r
o
ml
ey

の
式
と

Do
u
g
al
l-
Ro

hs
en
ow

の
式
を

ボ
イ
ド
率

で
内
挿
し

た
相
関
式

 

遷
移
沸
騰

冷
却
 

核
沸

騰
と

膜
沸

騰
の

熱
伝

達
係

数
を

燃
料

被
覆

管
過

熱
度
で
内

挿
し
た
相

関
式
 

蒸
気
冷
却
 

Di
tt
u
s-
Bo
el
t
er

の
式
 

(k
) 

燃
料
被

覆
管
と
冷

却
水
又
は
水
蒸

気
と
の
化

学
反
応
（

以
下
「
ジ

ル
コ
ニ
ウ

ム
－
水
反

応
」
と
い
う

。
）
に
よ

る
燃
料
被

覆
管
の
酸

化
量
は
，
Ba
ke
r-
Ju
s
t

の
式
を
用

い
て
計
算
す
る

。
 

な
お
，
解

析
に
用
い
た
主

要
計
算

条
件
を
以

下
に
示
す
。
 

炉
心
入
口

エ
ン
タ
ル

ピ
 

1
.2
4M
J／

k
g 

炉
心
ス
プ

レ
イ
系
流
量
（

定
格
値

）
 

1,
41
9t
／
h（

高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
と

も
ポ

ン
プ

1

                                   ・
ホ
(3
)(

ⅱ
)a
.(
a)
高
圧

炉
心
ス

プ
レ
イ
系
 

・
ホ
(3
)(

ⅱ
)a
.(
b)
低
圧

炉
心
ス

プ
レ
イ
系
 

                                 原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
 

（
要

目
表
）
 

6
.
1
 
高
圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系
 

6
.
2
 
低
圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系
 

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

性
能
評
価
指
針
に

基
づ
き
，
流
出
量

計
算

モ
デ
ル
を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

         

・
燃

料
被

覆
管

の
温

度
評

価
手

法
に

つ
い

て
説

明
し
た
も
の
で

あ
る
た
め

 

        ・
燃

料
被

覆
管

の
酸

化
量

評
価

手
法

に
つ

い
て

説
明

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
 

  ・
炉
心
評
価

値
に
基
づ
き
，
保
守
的

に
設
定
し
た

も
の

で
あ
る
た
め
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

台
当

た
り

，
各

々
原

子
炉

圧
力

容
器

と

水
源
と
の

差
圧

1.
3
8
MP
a
，
0.
8
4
M
P
a
に

お
い
て
）
 

 

低
圧
注
水

系
流
量
（
定
格

値
）

 
1
,
60
5t
／
h（

ポ
ン
プ

1
台
当
た

り
，
原

子
炉

圧
力

容
器

と
水

源
と

の
差

圧

0
.
1
4
M
Pa

に
お
い
て

）
 

   原
子
炉
水

位
低
（
ス
ク
ラ

ム
）
設

定
点

 

セ
パ
レ
ー
タ
・

ス
カ
ー
ト

下
端
か

ら
 

＋
6
6
c
m（

レ
ベ
ル

3
）

 

     原
子
炉
水

位
異
常
低
下
（
主
蒸

気
隔
離
弁
閉

鎖
，
高
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系

及

び
そ
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
起

動
）

設
定
点

 

セ
パ
レ
ー
タ
・

ス
カ
ー
ト

下
端
か

ら
 

－
6
3
c
m（

レ
ベ
ル

2
）

 

原
子
炉
水

位
異
常
低
下
（
低
圧

炉
心
ス
プ
レ

イ
系
，
低
圧
注
水

系
及
び
非
常

用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
起
動
，

自
動
減
圧
系

作
動
）
設
定
点

 

セ
パ
レ
ー
タ
・

ス
カ
ー
ト

下
端
か

ら
 

－
3
4
5
cm
（
レ

ベ
ル

1）
 

ｂ
．

原
子
炉
冷
却
材
流
量
の
喪

失
 

原
子
炉
の

出
力
運
転
中
に

，
2
台
の
再
循
環

ポ
ン
プ
が

何
ら
か

の
原
因
で
ト
リ

ッ
プ
す
る
こ
と

に
よ
り
炉

心
流
量

が
，
定
格

出
力
時
の

流
量
か
ら
自

然
循
環
流
量

に
ま
で
大
幅
に

低
下
し
て

，
炉
心

の
冷
却
能
力
が

低
下
す
る

事
象
を

想
定
す
る
。
 

(
a
)
 
再
循
環

ポ
ン
プ

2
台
の
駆

動
電
源
が

，
同
時
に

喪
失
す
る
も

の
と
仮
定
す

る
。
 

(
b
)
 

原
子

炉
は

，
事

故
発

生
直

前
ま

で
定

格
出

力
の

約
1
0
5
％

（
熱

出
力

3,
44

0M
W）

及
び
定
格
炉
心
流
量

の
10
5
％
で
運
転
し
て

い
た
も

の
と
す
る
。
ま

た
，

原
子
炉
ド

ー
ム
圧
力
の
初

期
値
は

7
.
0
3M
P
a［

g
a
ge
］
と
す
る

。
Ｍ
Ｃ
Ｐ

Ｒ
の

初
期
値
は

，
９
×
９

燃
料
（
Ａ

型
）
を

装
荷
し
た

炉
心
に
つ

い
て
は

1.
2
4
，

９
×

９
燃
料
（

Ｂ
型
）
を
装
荷

し
た
炉

心
に
つ
い

て
は

1.
2
3
と
す

る
。

 

    ・
ホ
(3
)(

ⅱ
)a
.(
c)
残
留

熱
除
去

系
（
低
圧

注
水
系
）
 

     ・
ヘ
(
2)
(
ⅰ
)
原
子
炉
停

止
回
路
の
種
類
 

       ・
ヘ
(
2)
(
ⅱ
)
そ
の
他
の

主
要
な
安
全
保

護
回
路
の

種
類
 

   ・
ヘ
(
2)
(
ⅱ
)
そ
の
他
の

主
要
な
安
全
保

護
回
路
の

種
類
 

         ・
原
子
炉

の
型
式
，
熱
出

力
及
び

基
数

*  

（
*
本
文
三
号

に
記
載
）
 

 ・
ハ
(
1)
(
ⅳ
)
a
最
小
限
界
出
力
比
 

 

・
設

定
根
拠
に

関
す
る
説

明
書
 

高
圧

炉
心
ス
プ

レ
イ
系
ポ

ン
プ
 

低
圧

炉
心
ス
プ

レ
イ
系
ポ

ン
プ
 

 原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
 

（
要

目
表
）
 

5
.
1
 
残
留
熱

除
去
系
 

・
設

定
根
拠
に

関
す
る
説

明
書
 

残
留

熱
除
去
系

ポ
ン
プ
 

 計
測

制
御
系
統

施
設
 

（
要

目
表
）
 

6
 

原
子
炉
非

常
停
止
信
号
 

・
発

電
用
原
子

炉
の
運
転

を
管
理
す
る

た
め
の

制
御

装
置
に
係

る
制
御
方

法
に
関
す
る

説
明
書
 

・
原

子
炉
停
止

信
号
の
設

定
根
拠
に
関

す
る
説

明
書
 

   

計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
  
原
子

炉
非
常
停
止
信

号
 

7
 
工
学

的
安
全
施
設
等

の
起
動
信

号
 

・
工
学
的
安
全

施
設
等
の

起
動
（
作
動
）
信

号
の
設
定

根
拠
に
関

す
る
説
明
書
 

     【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

 

・
炉
心
評
価

値
に
基
づ
き
，
保
守
的

に
設
定
し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

                         ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
起
因

事
象
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

     



-
 
ﾛ
 
-
 
4
 -
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

 (
c
)
 

解
析

に
用

い
る

燃
料

棒
の

最
大

線
出

力
密

度
は

，
通
常

運
転

時
の

熱
的
制

限
値

で
あ
る

44
.0
kW
／
m
と
す

る
。

 

(d
) 

再
循
環
ポ
ン

プ
及
び
同
駆

動
電
動
機
の

慣
性
定
数

の
設
計

値
は
約

5
秒

で

あ
る

が
，
本
解
析

で
は
炉
心
流
量

の
低
下
を

厳
し
め
に

評
価
す
る
よ
う

4.
7
秒

と
す

る
。

 

 (
e
)
 

ス
ク

ラ
ム

反
応

度
曲

線
は

サ
イ

ク
ル

早
期

炉
心

用
ス
ク

ラ
ム

反
応

度
曲
線

を
用

い
る
。

 

 (f
) 

減
速
材
ボ
イ

ド
係
数
は
，

平
衡
サ
イ
ク

ル
初
期
時

点
の
値

の
0
.
9
倍
の

値

（
＊

）
を

用
い
る
。
ド
ッ
プ

ラ
係
数

は
，
平
衡

サ
イ
ク
ル

末
期
時

点
の
値
の

0
.
9

倍
の

値
（
＊
）

を
用
い
る
。

 

(
g
)
 

原
子
炉

停
止
機

能
の

観
点

か
ら

安
全
保

護
系
（

原
子
炉

水
位

高
の
信

号
に

よ
る
主
蒸

気
止
め
弁
閉
ス

ク
ラ
ム

）
に
単
一

故
障
を
仮
定
す

る
。
 

(
h
)
 

逃
が
し

安
全
弁

に
つ

い
て

は
，

安
全
弁

機
能
よ

り
逃
が

し
弁

機
能
が

先
に

作
動
す
る

が
，
安
全
弁
機

能
が
作

動
す
る
と

仮
定
す
る
。
 

(i
) 

タ
ー
ビ

ン
・
バ
イ

パ
ス
弁
に
つ
い

て
は
，
不

作
動
を
仮

定
す
る
。
 

 

ｃ
．

原
子
炉
冷
却
材
ポ
ン
プ
の

軸
固
着
 

原
子
炉
の

出
力
運
転
中
に

，
1
台
の
再
循
環

ポ
ン
プ
の

回
転
軸

が
何
ら
か
の
原

因
で
固
着
す
る

こ
と
に
よ

り
，
炉
心
流
量
が
急

減
し
て
，
炉
心
の
冷

却
能
力
が
低

下
す
る
事
象
を

想
定
す
る

。
 

(a
) 

再
循
環

ポ
ン
プ
の

軸
固
着
は
，
瞬
時
に

起
こ
る
も
の
と

厳
し
く

仮
定
す
る
。 

 (
b
)
 

原
子

炉
は

，
事

故
発

生
直

前
ま

で
定

格
出

力
の

約
1
0
5
％

（
熱

出
力

3,
44

0M
W）

及
び
定
格
炉
心
流
量

の
10
5
％
で
運
転
し
て

い
た
も

の
と
す
る
。
ま

た
，
原
子

炉
ド
ー
ム
圧
力

の
初
期

値
は

7.
03
M
P
a［

ga
ge
］
と

す
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｐ

Ｒ
の

初
期
値
は

，
９
×
９

燃
料
（
Ａ

型
）
を

装
荷
し
た

炉
心
に
つ

い
て
は

1.
2
4
，

９
×

９
燃
料
（

Ｂ
型
）
を
装
荷

し
た
炉

心
に
つ
い

て
は

1.
2
3
と
す

る
。

 

 (
c
)
 

解
析

に
用

い
る

燃
料

棒
の

最
大

線
出

力
密

度
は

，
通
常

運
転

時
の

熱
的
制

限
値

で
あ
る

44
.0
kW
／
m
と
す

る
。

 

(d
) 

再
循
環
ポ
ン

プ
を
含
む
再

循
環
ル
ー
プ

の
流
体
の

慣
性
を

考
慮
す
る

。
 

   

 ・
ハ
(1
)(

ⅳ
)
b
燃
料
棒
最
大
線
出
力
密

度
 

 （
本
文
五

号
に
記
載
な
し

）
 

   ・
ハ
(
1)
(
ⅳ
)
a
最
小
限
界
出
力
比
 

  ・
ハ
(1
)(

ⅲ
)c
.ボ

イ
ド

係
数
及
び
ド
ッ

プ
ラ
係
数
 

              ・
原
子
炉

の
型
式
，
熱
出

力
及
び

基
数

*  

（
*
本
文
三
号

に
記
載
）
 

 ・
ハ
(
1)
(
ⅳ
)
a
最
小
限
界
出
力
比
 

  ・
ハ
(1
)(

ⅳ
)
b
燃
料
棒
最
大
線
出
力
密

度
 

 （
本
文
五

号
に
記
載
な
し

）
 

   

 ・
熱

出
力
計
算

書
 

 原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
 

（
要

目
表
）
 

3
.
1
 
原
子
炉

冷
却
材
再
循
環
系

 

 ・
制
御
能
力
に
つ
い
て
の
計
算
書
 

  ・
制
御
能
力
に
つ
い
て
の
計
算
書
 

             【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

  ・
熱

出
力
計
算

書
 

 原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
 

（
基

本
設
計
方

針
）
 

3
.
1
 
原
子
炉

冷
却
材
再
循
環
系

 

 

             ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 

・
安
全
評
価
指
針

に
基
づ
き
，
評
価
上
仮

定
し
た
条

件
で
あ
る

た
め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
起
因

事
象
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
炉
心
評
価

値
に
基
づ
き
，
保
守
的

に
設
定
し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

         



-
 
ﾛ
 
-
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(
e
)
 

ス
ク

ラ
ム

反
応

度
曲

線
は

，
サ

イ
ク

ル
早

期
炉

心
用
ス

ク
ラ

ム
反

応
度
曲

線
を

用
い
る
。

 

(f
) 

減
速
材
ボ
イ

ド
係
数
は
，

平
衡
サ
イ
ク

ル
初
期
時

点
の
値

の
0
.
9
倍
の

値

（
＊

）
を

用
い
る
。
ド
ッ
プ

ラ
係
数

は
，
平
衡

サ
イ
ク
ル

末
期
時

点
の
値
の

0
.
9

倍
の

値
（
＊
）

を
用
い
る
。

 

(
g
)
 

原
子
炉

停
止
機

能
の

観
点

か
ら

安
全
保

護
系
（

原
子
炉

水
位

高
の
信

号
に

よ
る
主
蒸

気
止
め
弁
閉
ス

ク
ラ
ム

）
に
単
一

故
障
を
仮
定
す

る
。
 

 (
h
)
 

逃
が
し

安
全
弁

に
つ

い
て

は
，

安
全
弁

機
能
よ

り
逃
が

し
弁

機
能
が

先
に

作
動
す
る

が
，
安
全
弁
機

能
が
作

動
す
る
と

仮
定
す
る
。
 

 (i
) 

タ
ー
ビ

ン
・
バ
イ

パ
ス
弁
に
つ
い

て
は
，
不

作
動
を
仮

定
す
る
。
 

(
ⅱ
)
反
応
度
の
異
常

な
投
入
又

は
原
子

炉
出
力
の
急
激

な
変
化
 

ａ
．

制
御
棒
落
下
 

原
子
炉
が

臨
界
又
は
臨
界

近
傍
に

あ
る
と
き

に
，
制
御

棒
駆
動

軸
か
ら
分
離
し

た
制
御
棒
が
炉

心
か
ら
落

下
し
，
急
激
な
反

応
度
投
入

と
出
力
分
布

変
化
が
生
じ

る
事
象
を
想
定

す
る
。
 

(a
) 

初
期
条

件
 

解
析
は
，

９
×
９
燃
料
（

Ａ
型
）

を
装
荷
し

た
炉
心
，
９
×

９
燃
料

（
Ｂ
型
）

を
装
荷
し
た
炉

心
の
平
衡

サ
イ
ク

ル
に
お
け
る
次
の

4
種
類
の
原
子

炉
初
期
状
態

に
対
し
て
行
う

。
 

サ
イ
ク
ル

初
期
 

低
温
時
臨

界
状
態
 

サ
イ
ク
ル

初
期
 

高
温
待
機

時
臨
界
状

態
 

サ
イ
ク
ル

末
期
 

低
温
時
臨

界
状
態
 

サ
イ
ク
ル

末
期
 

高
温
待
機

時
臨
界
状

態
 

 サ
イ
ク
ル

初
期
及
び
末
期

と
も
，
低

温
状
態
で

は
，
出
力
は
定

格
の

1
0
－
８
，
燃

料
ペ
レ
ッ
ト
温
度

2
0℃

で
燃
料
エ
ン
タ

ル
ピ
の
初

期
値
は

8
k
J
／
kg
U
O
2
で
あ
り
，

高
温
待
機
状
態

で
は
，
出

力
は
定
格
の

10
－
６
，
燃
料
ペ
レ
ッ

ト
温
度

28
6℃

で
燃

料
エ
ン
タ
ル
ピ

の
初
期
値
は

7
5
k
J
／
k
g
U
O 2
で
あ
る
。
 

(b
) 

炉
心
流

量
 

原
子
炉
起

動
時
に
は

，
通
常
，
制

御
棒
引
き
抜
き

開
始
に
先

立
ち
，
冷
却
材

を
循
環
さ

せ
，
定

格
の
約

2
5～

30
％
の

炉
心
流
量
を
得

る
が
，
保

守
的
に
定
格

の
2
0％

の
炉

心
流
量
が
あ
る
も
の
と
仮

定
す
る
。
 

(c
) 

落
下
制

御
棒
価
値

及
び
落
下
速
度
 

落
下
制
御

棒
価
値
は
，
制

御
棒
価

値
ミ
ニ
マ

イ
ザ
の
設
計
基

準
で
あ

る
 

0
.
0
1
3
Δ

ｋ
と

し
，

落
下
速

度
は

制
御
棒

落
下

速
度

リ
ミ

ッ
タ

に
よ
っ

て
制

・
ハ
(
1)
(
ⅳ
)
a
最
小
限
界
出
力
比
 

 ・
ハ
(1
)(

ⅲ
)c
.ボ

イ
ド

係
数
及
び
ド
ッ

プ
ラ
係
数
 

                                ・
ヘ
(3
)(

ⅰ
)
ｃ
.制

御
棒

の
構
造
 

・
ヘ
(
5)
(
ⅲ
)
制
御
棒
価

値
ミ
ニ
マ
イ
ザ
 

・
制

御
能
力
に

つ
い
て
の

計
算
書
 

 ・
制

御
能
力
に

つ
い
て
の

計
算
書
 

                               計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

2 
(1
)制

御
棒
 

    ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

  ・
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
反

応
度

投
入

事
象

に
関
す
る
評
価

指
針
（
以
下
「
Ｒ
Ｉ

Ｅ
指
針

」

と
い

う
。
）
に
基

づ
き
，
評
価
に
当

た
っ
て
考
慮

す
る

範
囲
を
設
定
し

た
も
の
で

あ
る
た

め
 

     ・
炉
心
評
価

値
に
基
づ
き
，
保
守
的

に
設
定
し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

   ・
炉
心
評
価

値
に
基
づ
き
，
保
守
的

に
設
定
し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

    



-
 
ﾛ
 
-
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

限
さ

れ
る

0.
9
5
m／

s
と
す
る
。
落
下

制
御
棒
の
反
応

度
曲
線
（
＊

）
は
，
制
御

棒
価
値
や

ス
ク
ラ
ム
速
度

と
あ
い

ま
っ
て
，
保
守
的
な

解
析
結

果
を
与
え
る
よ

う
に
設
定

さ
れ
た
も
の
を

用
い
る

。
 

 

(d
) 

ス
ク
ラ

ム
条
件
 

原
子
炉
の

ス
ク
ラ
ム
は
，
最
大

反
応
度

価
値
を
有

す
る
制
御
棒

1
本
が
全

引

き
抜

き
位
置
に

固
着
し
て
挿
入

さ
れ
な

い
も
の
と

す
る
。

 

   中
性
子
束

高
ス
ク
ラ
ム
は

，
定
格

出
力
の

1
20
％
で
作
動
す
る

も
の
と
し

，

そ
の

動
作
遅
れ
は

0
.
09

秒
と
す

る
。
ス
ク
ラ
ム
反
応

度
曲
線
（
＊

）
は
，
制
御

棒
価
値
や

ス
ク
ラ
ム
速
度

と
あ
い

ま
っ
て
，
保
守
的
な

解
析
結

果
を
与
え
る
よ

う
に
設
定

さ
れ
た
も
の
を

用
い
る

。
 

(e
) 

安
全
保

護
系
（
原
子
炉
出

力
ペ
リ

オ
ド
短
ス
ク
ラ

ム
（
起

動
領
域
計
装
）
）

は
保
守
的

に
作
動
し
な
い

も
の
と

す
る
。
さ
ら

に
，
原

子
炉
停

止
機
能
の
観
点

か
ら
安
全

保
護
系
（
中

性
子
束
高
ス
ク

ラ
ム
（
出
力

領
域
計
装
）
）
に

単
一
故

障
を
仮
定

す
る
。
 

(
f
)
 

逃
が
し

安
全
弁

に
つ

い
て

は
，

安
全
弁

機
能
よ

り
逃
が

し
弁

機
能
が

先
に

作
動
す
る

が
，
安
全
弁
機

能
が
作

動
す
る
と

仮
定
す
る
。
 

(g
) 

ド
ッ
プ

ラ
係
数
（

＊
）
 

事
故

に
伴

う
原

子
炉

出
力

の
急

上
昇

は
ド

ッ
プ

ラ
効

果
の

み
で

抑
え

ら
れ

る
と
し
，
冷

却
材
温
度

及
び
ボ
イ

ド
の
効
果
は
考

慮
し
な
い

。
冷

却
材
温
度
及

び
ボ
イ
ド

の
効
果
を
考
慮

す
る
と

，
事
故
の

解
析
結

果
は
緩
や

か
に
な
る
。
ド

ッ
プ

ラ
係
数
は

，
平
衡
サ
イ
ク

ル
の
値

を
用
い
る

。
 

(h
) 

ペ
レ
ッ

ト
－
燃
料

被
覆
管
ギ
ャ
ッ

プ
熱
伝
達

係
数
 

ギ
ャ
ッ
プ

熱
伝
達
係

数
は
，
Ro
ss

&S
to
ut
e
の
関

係
式
に
よ
り

計
算
す

る
。
 

な
お
，
燃

料
被
覆
管

が
そ
の
降

伏
応
力
に
達

し
た
と
き

は
，
そ

の
時
点
で
，

固
体
接
触

熱
伝
達
係
数
は

一
定
と

し
て
取
り

扱
う
。
 

(i
) 

燃
料
被

覆
管
－
冷

却
材
熱
伝
達
係

数
 

燃
料
被
覆

管
と
冷
却

材
間
の
熱

伝
達
係
数
は

，
以

下
に
示
す
関

係
式
を
使
用

す
る
。
 

単
相
強
制

対
流
 

Di
tt
u
s-
Bo
el
te
r
の
式
 

核
沸
騰
状

態
 

Je
ns
-
Lo
tt
es

の
式
 

膜
沸
騰
状

態
 

Do
ug
a
ll
-R
oh
se
no
w
の

式
（
高
温

待
機
時
）
 

Ｎ
Ｓ

Ｒ
Ｒ
の
実

測
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

導
出
さ
れ

た
熱
伝
達

相
関
式
（
低

温
時

）
 

     ・
ヘ
(
3)
(
ⅲ
)
 
反
応
度

制
御
能
力
 

    ・
ヘ
(
2)
(
ⅰ
)
 
原
子
炉

停
止
回
路
の
種

類
 

            ・
ハ
(1
)(

ⅲ
)c
.ボ

イ
ド

係
数
及
び
ド
ッ

プ
ラ
係
数
 

             

（
基

本
設
計
方

針
）
 

1
.
2
 
制
御
棒

及
び
制
御
棒
駆
動

系
 

・
制

御
能
力
に

つ
い
て
の

計
算
書
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

 計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

2 
(1
)制

御
棒
 

（
基

本
設
計
方

針
）
 

1
.
2
 
制
御
棒

及
び
制
御
棒
駆
動

系
 

計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
 
原
子
炉
非

常
停
止
信
号
 

・
発

電
用

原
子

炉
の

運
転

を
管

理
す

る
た

め
の

制
御

装
置
に
係

る
制
御
方

法
に
関
す
る

説
明
書
 

        ・
制

御
能
力
に

つ
い
て
の

計
算
書
 

             

・
炉
心
評
価

値
に
基
づ
き
，
保
守
的

に
設
定
し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

        ・
炉
心
評
価

値
に
基
づ
き
，
保
守
的

に
設
定
し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
及
び
保

守
的

な
条
件
を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

        
 

・
燃

料
エ

ン
タ

ル
ピ

の
評

価
手

法
に

つ
い
 

て
説
明
し
た
も

の
で
あ
る

た
め
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

な
お
，
解
析
で
は
，
一
度
膜
沸

騰
に
達

す
る
と
最

後
ま
で
膜
沸

騰
が
持
続
す

る
と
仮
定

す
る
。
 

(j
) 

限
界
熱

条
件
の
判

定
 

燃
料

被
覆

管
か

ら
冷

却
材

へ
の

熱
伝

達
が

核
沸

騰
か

ら
膜

沸
騰

に
移

行
す

る
時
点
の

判
定
は
，
以
下

に
よ
る

。
 

高
温
待
機

時
 

沸
騰
遷
移

相
関
式
で

Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｒ

が
1.
07
 

低
温
時
 

Ro
hs

en
o
w-
Gr
if

fi
th

の
式
及

び
Ku
ta

te
l
ad
ze

の
式
 

(k
) 

局
所
出

力
ピ
ー
キ

ン
グ
係
数
（
＊

）
 

解
析
に
使

用
す
る
局

所
出
力
ピ

ー
キ
ン
グ
係

数
は
，
そ
れ
ぞ
れ

の
状
態
に
応

じ
て
次
に

示
す
値
と
す
る

。
 

９
×
９
燃

料
（
Ａ
型

）
を
装
荷

し
た
炉
心
に

つ
い
て
 

低
温

時
（
サ
イ

ク
ル
初
期

）
 

1
.
4
6 

低
温

時
（
サ
イ

ク
ル
末
期

）
 

1
.
2
8 

高
温

待
機
時
（

サ
イ
ク
ル

初
期
）
 

1
.
4
2 

高
温

待
機
時
（

サ
イ
ク
ル

末
期
）
 

1
.
2
3 

９
×
９
燃

料
（
Ｂ
型

）
を
装
荷

し
た
炉
心
に

つ
い
て
 

低
温

時
（
サ
イ

ク
ル
初
期

）
 

1
.
3
3 

低
温

時
（
サ
イ

ク
ル
末
期

）
 

1
.
1
9 

高
温

待
機
時
（

サ
イ
ク
ル

初
期
）
 

1
.
2
6 

高
温

待
機
時
（

サ
イ
ク
ル

末
期
）
 

1
.
1
3 

(l
) 

燃
料
棒

挙
動
解
析

に
当
た
っ
て
は

，
燃
料
エ
ン

タ
ル
ピ
の

最
大
値
が
，
「
反

応
度
投
入

事
象
評
価
指
針

」
に

示
さ
れ
た
燃

料
エ
ン
タ

ル
ピ
を

超
え
る
燃
料
被

覆
管
は
破

損
し
た
も
の
と

し
，
こ

こ
で
は
，

ペ
レ
ッ
ト
燃
焼

度
40
,0
00
MW

d／

t
未
満
の
破
損

し
き
い
値

と
し
て

燃
料
エ
ン
タ
ル
ピ

3
8
5k
J
／

k
g
UO

2（
9
2c
a
l／

g
U
O
2）

と
し
，
ペ
レ
ッ

ト
燃
焼
度

40
,0
00

MW
d／

t
以
上

の
破
損
し

き
い
値
と
し

て
，
燃
焼
に

伴
い
燃
料

棒
内
圧
が

上
昇
す
る
こ
と

も
加
味
し
「
反

応
度
投
入
事

象
評
価
指

針
」
が
示

す
燃
料
の

許
容
設
計
限

界
で
あ
る

燃
料
エ

ン
タ
ル
ピ
の
最

低
値

27
2
k
J／

k
gU
O
2（

65
ca
l／

g
UO

2）
を
用

い
る
。
 

(m
) 

ピ
ー
ク

出
力
部
燃

料
エ
ン
タ
ル
ピ

の
増
分
が
，
以
下
に
示

す
「
発

電
用
軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
反

応
度

投
入

事
象

に
お

け
る

燃
焼

の
進

ん
だ

燃
料

の
取

扱

い
に
つ
い

て
」
（
以
下
「
反
応
度

投
入
事
象
取
扱

報
告
書
」
と
い

う
。
）
に
示

さ
れ

た
ペ

レ
ッ

ト
－

被
覆

管
機

械
的

相
互

作
用

を
原

因
と

す
る

破
損

（
以

下

「
Ｐ
Ｃ
Ｍ

Ｉ
破
損
」
と
い

う
。
）
を
生
じ
る

し
き
い
値

の
め
や

す
を
超
え
る
燃

料
被
覆
管

は
，
破
損
し
た

も
の
と

す
る
。
 

ペ
レ
ッ
ト

燃
焼
度

2
5
,0
0
0
MW
d
／

t
未

満
 

4
6
0
k
J／

k
g
UO

2（
11
0
c
al
／

gU
O
2）

 

ペ
レ
ッ
ト

燃
焼
度

2
5
,0
00
MW
d
／

t
以

上
40
,
0
00
MW
d／

t
未

満
 

                                     

                                     

         

・
燃

料
エ

ン
タ

ル
ピ

の
評

価
手

法
に

つ
い

て
説
明
し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

               

・
Ｒ

Ｉ
Ｅ

指
針

及
び

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

反
応

度
投

入
事

象
に

お
け

る
燃

焼
の
進
ん
だ
燃

料
の
取
扱

い
に
つ

い
て
（
以

下
「

Ｒ
Ｉ
Ｅ
報

告
書
」
と
い
う

。
）
に
基
づ

き
，
機
械

的
エ
ネ
ル

ギ
の
評
価
に

つ
い
て
設

定
し
た
も
の
で

あ
る
た
め
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

3
5
5
k
J／

k
g
UO

2（
85
ca
l／

g
UO

2）
 

ペ
レ
ッ
ト

燃
焼
度

4
0
,0
00
MW
d
／

t
以

上
65
,
0
00
MW
d／

t
未

満
 

2
0
9
k
J／

k
g
UO

2（
50
ca
l／

g
UO

2）
 

ペ
レ
ッ
ト

燃
焼
度

6
5
,0
00
MW
d
／

t
以

上
75
,
0
00
MW
d／

t
程

度
ま
で
 

1
6
7
k
J／

k
g
UO

2（
40
ca
l／

g
UO

2）
 

  

(ⅲ
)
環
境
へ
の
放
射

性
物
質
の

異
常
な

放
出
 

ａ
．

放
射
性
気
体
廃
棄
物
処
理

施
設
の

破
損
 

原
子
炉
運

転
中
，
何
ら
か
の
原

因
で
放
射
性

気
体
廃
棄

物
処
理

施
設
（
以
下

「
オ
フ
ガ

ス
系
」
と
い

う
。
）
の
一

部
が
破
損

し
，
オ
フ
ガ

ス
系
に

保
持
さ
れ

て
い

た
希

ガ
ス

や
空

気
抽

出
器

か
ら

の
希

ガ
ス

が
環

境
に

放
出

さ
れ

る
事

象

を
想
定
す

る
。
 

(
a
)
 

希
ガ
ス

放
出
量

が
大

き
く

な
る

破
損
箇

所
と
し

て
は
ホ

ー
ル

ド
ア
ッ

プ
装

置
第

1
塔

の
入
口
配
管
及

び
空
気

抽
出
器
の

出
口
配
管
が
考

え
ら
れ

る
が
，
こ

こ
で

は
希

ガ
ス

の
減

衰
時

間
が

短
く

希
ガ

ス
の

環
境

へ
の

放
出

が
よ

り
大

き

く
な
る
空

気
抽
出
器
出
口

配
管
で

の
破
損
を

考
え
る
も
の
と

す
る
。
 

(
b
)
 

破
損
が

生
じ
た

時
点

に
お

け
る

空
気
抽

出
器
の

希
ガ
ス

の
放

出
率
は

，
運

転
上
許
容

さ
れ
る
最
大
値

で
あ
る

3.
3
3×

1
0
１
０
B
q／

s
（
30

分
減
衰

換
算
値

）

と
す
る
。
 

(
c
)
 

オ
フ

ガ
ス

系
に

保
持

さ
れ

て
い

た
希

ガ
ス

の
破

損
箇

所
か

ら
の

放
出

量

は
，
隔
離
時

間
を
考
慮

し
て
厳
し

く
な
る
よ
う
に

評
価
し
，
空
気

抽
出
器
排
ガ

ス
減
衰
管

か
ら
は
保
持
さ

れ
て
い

た
希
ガ
ス

の
1
0
0％

，
ま
た

，
ホ
ー
ル
ド
ア

ッ
プ
装
置
第

1
塔

か
ら
は
保
持

さ
れ
て
い
た

希
ガ
ス
の

10
％

が
放
出

さ
れ
る

も
の
と
す

る
。
 

(
d
)
 

空
気
抽

出
器
及

び
破

損
箇

所
は

，
排
気

筒
モ
ニ

タ
の
排

気
筒

モ
ニ
タ

放
射

能
高

警
報

等
に

よ
っ

て
事

故
を

検
知

す
る

の
に

要
す

る
時

間
及

び
オ

フ
ガ

ス

系
隔

離
弁

に
単

一
故

障
を

仮
定

し
た

上
で

隔
離

操
作

に
要

す
る

時
間

を
十

分

見
込
ん
だ

時
間
後
に
隔
離

さ
れ
る

も
の
と
し

，
更
に
保

守
的
に

余
裕
を
考
慮
し

事
故
後

3
0
分
以
内

は
隔
離
さ

れ
な
い
も
の

と
す
る
。

し
た
が

っ
て
，
事
故
後

30
分
間
は
空

気
抽
出
器
か
ら
の
希
ガ
ス

の
放
出
を

考
慮
す
る

。
炉
心

内
で
発
生

し
た

希
ガ

ス
が

空
気

抽
出

器
の

出
口

に
到

達
す

る
ま

で
に

減
衰

す
る

効
果

は

安
全
側
に

無
視
す
る
も
の

と
す
る

。
 

(
e
)
 

環
境
へ

の
放
出

は
，

評
価

結
果

が
厳
し

く
な
る

換
気
空

調
系

作
動
と

し
て

評
価
す
る

。
 

  

                                     

                                     

         ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
破
断

箇
所
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

          

・
安
全
評
価
指
針

に
基
づ
き
，
放
射
性
気

体
廃

棄
物

処
理

施
設

に
お

け
る

希
ガ

ス

の
貯

蔵
量

及
び

放
出

条
件

を
設

定
し

た

も
の
で
あ

る
た
め
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(
f
)
 

大
気
中

に
放
出

さ
れ

る
希

ガ
ス

は
，
換

気
空
調

系
の
作

動
を

考
慮
す

る
た

め
排
気
筒

か
ら
放
出
さ
れ

る
も
の

と
す
る
。
放
出
さ
れ

た
希
ガ

ス
に
よ
る
γ
線

空
気
カ
ー

マ
は
，
現

地
に
お
け

る
20
0
5
年

4
月
か
ら

2
00
6
年

3
月

ま
で
の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

線
量

に

希
ガ
ス
の

全
放
出
量
を
乗

じ
て
求

め
る
。
 

  

ｂ
．

主
蒸
気
管
破
断
 

原
子
炉
の

出
力
運
転

中
に
，
何

ら
か
の

原
因
に
よ

り
格
納
容
器

外
で
主
蒸
気

管
が
破
断

し
，
破
断
口

か
ら
冷
却

材
が
流
出
し
，
放
射
性
物

質
が
環

境
に
放
出

さ
れ
る
事

象
を
想
定
す
る

。
 

(
a
)
 

原
子

炉
は

，
事

故
発

生
直

前
ま

で
定

格
出

力
の

約
1
0
5
％

（
熱

出
力

3,
44

0M
W）

で
十
分
長
時

間
（
2
,0
00

日
）
運
転
し
て
い

た
も
の
と

し
，
炉
心
流

量
は

定
格

流
量

の
1
05

％
と

す
る

。
ま

た
原

子
炉

ド
ー

ム
圧

力
の

初
期

値
は

7.
17
MP
a［

ga
ge
］
と
す
る

。
最

小
限
界
出
力

比
の
初
期

値
は
実

際
に
は
通
常
運

転
時
の
熱

的
制
限
値
よ
り

も
小
さ

く
な
る
こ

と
は
な
い
が
，
(
ⅰ
)，

ａ
．
原
子

炉
冷
却
材

喪
失
で
用
い
て

い
る
も

の
と
同
じ

値
を
用
い
る
こ

と
と
し

，
1.
1
9
と

す
る
。
 

(
b
)
 
4
本
の
主
蒸

気
管
の
う
ち

1
本

が
格
納
容

器
外
で
瞬
時

に
両
端

破
断
す
る

と
仮
定
し

，
流
出
冷

却
材
量
の

評
価
に
当
た

っ
て
は
破

断
口
ま

で
の
摩
擦
損
失

を
考
慮
し

な
い
。
 

(c
) 

主
蒸
気
隔
離

弁
は
，
主
蒸

気
流
量
高
信

号
に
よ
り

0
.5

秒
の
動

作
遅
れ

時

間
を

含
み
，
事

故
後

5
秒
で
全

閉
す
る

も
の
と
す

る
。

 

     (d
) 

流
出
流
量
は

，
流
量
制
限
器

に
よ
り
定

格
流
量
の

20
0
％
に
制
限
さ

れ
る
と

す
る

。
た
だ
し
，
主
蒸

気
隔
離
弁
の
部
分
に
お
い

て
臨
界
流

が
発
生

す
る
ま
で

は
，
弁
に

よ
る
流
量
制
限

の
効
果

は
考
慮
し

な
い
も
の
と
す

る
。
 

 (e
) 

臨
界
流

の
計
算
に

は
，
Mo
od
y
の

臨
界
流
モ

デ
ル
を
使
用

す
る
。
 

 (f
) 

事
故
発

生
と
同
時

に
外
部
電
源
が

喪
失
す
る

と
す
る
。
し
た
が
っ

て
，
再
循

環
ポ
ン
プ

は
即
時
に
ト
リ

ッ
プ
す

る
も
の
と

す
る
。
 

 

           ・
原
子
炉

の
形
式
，
熱
出

力
＊
 

（
＊
本
文

三
号
に
記
載
）
 

        ・
ホ
(
1)
(
ⅱ
)
ｃ
主
蒸
気

系
 

      ・
ホ
(
1)
(
ⅱ
)
ｃ
主
蒸
気

系
 

        

          【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

      原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
 

（
要

目
表
）
 

4
.
1
主
蒸
気
系
 

(
7
)
主
蒸
気
隔

離
弁
 

・
発

電
用

原
子

炉
の

運
転

を
管

理
す

る
た

め
の

制
御

装
置
に
係

る
制
御
方

法
に
関
す
る

説
明
書
 

 原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
 

（
要

目
表
）
 

4
.
1
主
蒸
気
系
 

(
5
)
主
蒸
気
流

量
制
限
器
 

     

・
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

安
全

解
析

に
関

す
る

気
象

方
針
（
以
下
「
気
象

指
針
」
と
い

う
。
）
に

基
づ

き
，
相
対

線
量
の
設

定
方
法
を

説
明
し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

    ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

     ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

         ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
流
量

制
限
器
の
取

扱
い

を
設
定
し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

 ・
臨

界
流

の
計

算
手

法
に

つ
い

て
説

明
し

た
も

の
で

あ
る
た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
外
部

電
源
の
取
扱

い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る
た

め
 



-
 

ﾛ
 
-
 
1
0 
-
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(
g
)
 

原
子
炉

停
止
機

能
の

観
点

か
ら

安
全
保

護
系
（

主
蒸
気

流
量

高
信
号

に
よ

る
主
蒸
気

隔
離
弁
閉
ス
ク

ラ
ム
）

に
単
一
故

障
を
仮
定
す
る

。
 

(
h
)
 

事
故
発

生
前
の

冷
却

材
中

の
核

分
裂
生

成
物
の

濃
度
は

，
運

転
上
許

容
さ

れ
る

Ｉ
－

1
31

の
最

大
濃

度
で

あ
る

4
.
6
×

1
0
３
B
q
／
g
に

相
当
す

る
も

の
と

し
，
そ
の
組
成

を
拡
散
組

成
と
す
る
。
気
相
中
の
ハ
ロ

ゲ
ン
の

濃
度
は
，
液
相

中
の
濃
度
の

2
％
と
す
る

。
 

(
i
)
 

事
故
発

生
後
，

原
子

炉
圧

力
の

低
下
に

伴
う
燃

料
棒
か

ら
の

核
分
裂

生
成

物
の
追
加

放
出
量
は
，
Ｉ

－
13
1
に
つ
い
て
は

先
行
炉
等

の
実
測

値
の
平
均
値

に
適
切
な

余
裕
を
み
た
値

で
あ
る

2.
2
2×

1
0
１
４
B
q
と

し
，
そ

の
他
の
核
分
裂

生
成
物
に

つ
い
て
は
そ
の

組
成
を

平
衡
組
成

と
し
て
求
め
，
希

ガ
ス
に
つ
い
て

は
よ
う
素
の

2
倍
の
放
出

が
あ
る

も
の
と
す

る
。
 

(
j
)
 

主
蒸
気

隔
離
弁

閉
止

前
の

燃
料

棒
か
ら

の
核
分

裂
生
成

物
の

追
加
放

出
に

関
し
て
は

，
主
蒸
気

隔
離
弁
閉

止
前
の
原
子

炉
圧
力
の

低
下
割

合
に
比
例
し
て

放
出
さ
れ

る
も
の
と
す
る

が
，
主

蒸
気
隔
離

弁
ま
で
の
到
達

時
間
を

考
慮
し
，

追
加

放
出

さ
れ

た
核

分
裂

生
成

物
が

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
止

ま
で

に
破

断
口

か

ら
放
出
さ

れ
る
こ
と
は
な

い
も
の

と
す
る
。
 

(
k
)
 

主
蒸
気

隔
離
弁

閉
止

後
の

燃
料

棒
か
ら

の
核
分

裂
生
成

物
の

追
加
放

出
に

関
し
て
は

，
原
子
炉

圧
力
の
低

下
に
伴
い
徐

々
に
冷
却

材
中
へ

放
出
さ
れ
る
も

の
と
す
る

。
 

(l
) 

燃
料
棒

か
ら
追
加

放
出
さ
れ
る
よ

う
素
の
う

ち
有
機
よ

う
素
は

4％
と
し
，

残
り
の

9
6％

は
無
機
よ
う
素
と
す
る
。
 

(
m
)
 

燃
料
棒

か
ら
追

加
放

出
さ

れ
る

核
分
裂

生
成
物

の
う
ち

，
希

ガ
ス
は

全
て

瞬
時
に
気

相
部
に
移
行
す

る
も
の

と
す
る
。
有

機
よ
う
素
の

う
ち
，
1
0
％
は
瞬

時
に
気
相

部
に
移
行
す
る

も
の
と

し
，
残
り
は

分
解
す
る
も

の
と
す

る
。
有
機

よ
う
素
か

ら
分
解
し
た
よ

う
素
，
無
機
よ
う

素
及
び
よ

う
素
以

外
の
ハ
ロ
ゲ
ン

が
気
相
部

に
キ
ャ
リ
ー
オ

ー
バ
さ

れ
る
割
合
は

2
％
と
す
る

。
 

(
n
)
 

放
射
能

閉
じ
込

め
機

能
の

観
点

か
ら
，

主
蒸
気

隔
離
弁

に
単

一
故
障

を
仮

定
す
る
と

し
て
，

8
個

の
主
蒸
気

隔
離
弁

の
う

ち
1
個
が
閉

止
し
な

い
も
の
と

し
，
閉
止
し
た

7
個
の

主
蒸
気
隔

離
弁
か

ら
蒸
気
が
漏
え

い
す
る

も
の
と
す

る
。

各
主
蒸
気

隔
離
弁
の
閉
止

直
後
の

漏
え
い
率

は
，
設

計
漏
え
い

率
10
％
／

d（
逃

が
し

安
全
弁
の

最
低
設
定
圧
力

に
お
い

て
，
原
子
炉

圧
力
容
器
気
相

体
積
に
対

し
，

飽
和
蒸
気

で
）

と
し
，
4
本
の

主
蒸
気
管

で
7
個
閉
止

と
い
う

条
件
を
考

慮
し
て
全

体
で

30
％
／
d
の
漏
え

い
率
と
す

る
。
そ
の
後
の

漏
え
い

率
は
，
原

子
炉
の
圧

力
及
び
温
度
に

依
存
し

て
変
化
す

る
も
の
と
す
る

。
 
 

 (
o
)
 

主
蒸
気

隔
離
弁

閉
止

後
，

逃
が

し
安
全

弁
等
を

通
し
て

崩
壊

熱
相
当

の
蒸

気
が
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
中
へ
移
行
す

る
も
の
と

し
，
そ
の
蒸
気
流

                          ・
ホ
(
1)
(
ⅱ
)
ｃ
主
蒸
気

系
 

          

                          原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
 

（
要

目
表
）
 

4
.
1
主
蒸
気
系
 

(
7
)
主
蒸
気
隔

離
弁
 

       

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

          

・
安
全
評
価
指
針

に
基
づ
き
，
評
価
上
仮

定
し
た
条

件
で
あ
る

た
め
 

            ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

   ・
単

一
故

障
を

考
慮

し
た

漏
え

い
率

の
評

価
値

で
あ

る
た
め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
蒸
気

流
量
を
評
価

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 



-
 

ﾛ
 
-
 
1
1 
-
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

量
は
原
子

炉
圧
力
容
器
気

相
体
積

の
34
0
倍
／
d
と
す

る
。
こ

の
蒸
気
に
含
ま

れ
る
核
分

裂
生
成
物
は
被

ば
く
に

は
寄
与
し

な
い
も
の
と
す

る
。
 

(p
) 

主
蒸
気

隔
離
弁
閉

止
後
，
原
子
炉
圧

力
は
，
逃
が

し
安
全
弁

，
原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系

及
び
残
留
熱
除

去
系
に

よ
っ
て

2
4
時
間
で

直
線
的

に
大
気
圧
に
ま

で
減
圧
さ

れ
，
主
蒸
気
系

か
ら
の

漏
え
い
は

停
止
す
る
も
の

と
す
る

。
 

(
q
)
 

タ
ー
ビ

ン
建
屋

内
に

放
出

さ
れ

た
有
機

よ
う
素

が
分
解

し
た

よ
う
素

，
無

機
よ
う
素

及
び
よ
う
素
以

外
の
ハ

ロ
ゲ
ン
等
は

5
0％

が
床
，
壁
等
に

沈
着
す
る

も
の
と
す

る
。
希
ガ
ス
，
有
機

よ
う
素
に
関

し
て
は
こ

の
効
果

は
考
え
な
い
も

の
と
す
る

。
 

(
r
)
 

主
蒸
気

隔
離
弁

閉
止

前
に

破
断

口
か
ら

放
出
さ

れ
た
冷

却
材

は
，
完

全
蒸

発
し
，
同

時
に
放
出

さ
れ
た
核

分
裂
生
成
物

を
均
一
に

含
む
蒸

気
雲
に
な
る
も

の
と
仮
定

す
る
。
 

(
s
)
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
止

後
に

主
蒸

気
系

か
ら

漏
え

い
し

た
核

分
裂

生
成

物

は
，
大
気

中
に
地
上
放
散

さ
れ
る

も
の
と
す

る
。
 

(
t
)
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
止

前
に

放
出

さ
れ

た
核

分
裂

生
成

物
を

含
む

冷
却

材

は
，
高
温
低

湿
状
態
の

外
気
中
で

完
全
蒸
発
し
，
半
球
状
の

蒸
気
雲

を
形
成
す

る
も
の
と

す
る
。
こ
の

場
合
，
蒸

気
雲
が

小
さ
い
ほ
ど
実

効
線
量

が
高
く
な

り
，

外
気
条
件

と
し
て
温
度
が

高
く
，
相
対
湿
度

が
低
い
ほ

ど
蒸
気

雲
は
小
さ
く
な

る
。

本
評

価
で

は
，

蒸
気

雲
の

大
き

さ
を

求
め

る
に

当
た

り
，

温
度

と
し

て

33
℃
，
相

対
湿
度
と
し
て

40
％
を
用
い

る
。
 

(u
) 

こ
の
半

球
状
の
蒸

気
雲
は
，
短
時

間
放
出
を

考
慮
し
て

風
下
方
向
に

1
m／

s
の
速
度
で
移

動
す
る
も

の
と
す

る
。
 

(
v
)
 

主
蒸
気

隔
離
弁

閉
止

後
，

主
蒸

気
隔
離

弁
を
通

し
て
大

気
中

へ
放
出

さ
れ

る
核
分
裂

生
成
物
に
よ
る

非
居
住

区
域
境
界

外
で
の
地
表
空

気
中
濃

度
は
，
現

地
に
お
け
る

2
0
05

年
4
月
か
ら

2
0
06

年
3
月

ま
で
の
気

象
観
測

に
よ
る
実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃
度

に
核

分
裂

生
成

物
の

全

放
出
量
を

乗
じ
て
求
め
る

。
 

ま
た
，
非
居
住

区
域
境
界
外
で

の
希
ガ

ス
及
び
ハ

ロ
ゲ
ン
等
に

よ
る

γ
線
空

気
カ
ー
マ

は
，
現
地

に
お
け
る

2
0
05

年
4
月
か
ら

2
0
0
6
年

3
月
ま
で
の
気
象

観
測

に
よ

る
実

測
値

及
び

実
効

放
出

継
続

時
間

よ
り

求
め

た
相

対
線

量
に

希

ガ
ス
，
ハ

ロ
ゲ
ン
等
の
全

放
出
量

を
乗
じ
て

求
め
る
。
 

 

ｃ
．

燃
料
集
合
体
の
落
下
 

原
子
炉
の

燃
料
交
換

時
に
，
燃

料
取
扱
装
置

の
故
障
，
破
損
等
に
よ
り
燃
料

集
合
体
が

落
下
し
て
破
損

し
，
放
射
性
物
質

が
環
境
に

放
出
さ

れ
る
事
象
を
想

定
す
る
。
 

 

                                     

                                     

  ・
原

子
炉

圧
力

の
計

算
手

法
に

つ
い

て
説

明
し

た
も

の
で
あ
る
た
め
 

         

・
安
全
評
価
指
針

に
基
づ
き
，
評
価
上
仮

定
し
た
条

件
で
あ
る

た
め
 

           

・
気
象
方
針
に
基

づ
き
，
相
対
濃
度
及
び

相
対

線
量

の
設

定
方

法
を

説
明

し
た

も

の
で
あ
る

た
め
 

    ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

  



-
 

ﾛ
 
-
 
1
2 
-
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(
a
)
 

燃
料

ギ
ャ

ッ
プ

内
の
核

分
裂
生

成
物

の
量

は
，
原

子
炉

が
定

格
出

力
の
約

10
5％

（
熱
出
力

3,
44
0M

W）
で

十
分
長

時
間
（

2,
00
0
日
）
運
転

さ
れ
た
取
替

炉
心
の
サ

イ
ク
ル
末
期
の

最
大
出

力
燃
料
集

合
体
に
つ
い
て

行
う
。
 

  (b
) 

燃
料
取

替
作
業
は
，
原
子
炉

停
止
後
適

切
な
冷
却
及
び

所
要
作

業
期
間
（
1

日
）
後
に
行

わ
れ
る
も

の
と
し
，
原
子
炉
停
止

後
の
放
射
能

の
減
衰

は
考
え
る

も
の
と
す

る
。
 

(
c
)
 

破
損
し

た
燃
料

棒
の

ギ
ャ

ッ
プ

内
核
分

裂
生
成

物
の
全

量
が

水
中
に

放
出

さ
れ
る
も

の
と
す
る
。
破
損
し

た
燃
料
棒
の

ギ
ャ
ッ
プ

内
核
分

裂
生
成
物
の
存

在
量
に
つ

い
て
は
，
最

大
出
力
燃

料
集
合
体
で
あ

る
こ
と
を

考
え
て
，
破
損
し

た
燃
料
棒

内
の
全
蓄
積
量

に
対
し

て
希
ガ
ス

10
％
，
よ
う
素

5
％
と
す
る

。
 

(
d
)
 

放
出
さ

れ
た
希

ガ
ス

は
，

全
量

が
水
中

か
ら
原

子
炉
建

屋
の

空
気
中

へ
放

出
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。
 

(e
) 

燃
料
取

替
作
業
は

原
子
炉
停
止

1
日
後

と
し
て
お

り
，
燃
料
及

び
冷
却
材

温
度
は
低

下
し
て
い
る
の

で
，
放

出
さ
れ
た

よ
う
素
の
う
ち

1
％
は
有
機
状
と

し
，
全
て

原
子
炉
建
屋
内

に
移
行

す
る
も
の

と
す
る
。
 

(f
) 

水
中
へ

放
出
さ
れ

た
無
機
よ
う
素

の
水
中
で

の
除
染
係

数
は

5
00

と
す
る
。 

(
g
)
 

原
子

炉
建

屋
放

射
能

高
信

号
に

よ
り

，
原

子
炉

建
屋
ガ

ス
処

理
系

が
起
動

す
る

も
の
と
す

る
。

 

  (
h
)
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
よ

う
素

用
チ

ャ
コ

ー
ル

フ
ィ
ル

タ
の

よ
う

素
除
去

効
率

は
，
設
計
値

9
0
％
を
用
い

る
も
の

と
し
，
ま
た

，
原
子
炉

建
屋
か
ら
，
非

常
用

ガ
ス
再
循

環
系
及
び
非
常

用
ガ
ス

処
理
系
の

2
系
統
を
通
り
大

気
中
に
放

出
さ

れ
る
よ
う

素
の
除
去
効
率

は
，
非
常

用
ガ
ス
処

理
系
よ
う
素
用

チ
ャ
コ
ー

ル
フ

ィ
ル
タ
の

設
計
値

9
7％

を
用
い
る
も
の

と
す
る
。

 

(
i
)
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
及

び
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
の
容

量
は

，
そ

れ
ぞ
れ

設
計

で
定
め
ら

れ
た
値
（
4
.8

回
／
d
及
び

1
回
／

d）
と
す
る

。
 

     (
j
)
 

原
子

炉
建

屋
内

に
放

出
さ

れ
た

核
分

裂
生

成
物

は
原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処
理

系
で

処
理
さ
れ

た
後
，
排
気
筒

か
ら
大

気
中
に
放

出
さ
れ
る
も

の
と
す
る

。
 

 

・
原
子
炉

の
形
式
，
熱
出

力
＊
 

（
＊
本
文

三
号
に
記
載
）
 

                ・
ヘ
(2
)(

ⅱ
)
 
そ
の
他

の
主
要
な
安
全

保
護
回
路

の
種
類
 

   ・
リ
(
4)
(
ⅳ
)
 
原
子
炉

建
屋
ガ
ス
処
理

系
 

    （
本
文
五

号
に
記
載
な
し

）
 

      ・
リ
(
4)
(
ⅳ
)
 
原
子
炉

建
屋
ガ
ス
処
理

系
 

  

【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

             原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

7
.
3
 
原
子
炉

建
屋
ガ
ス
処
理
系

 

 原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

3
 
 
圧
力
低
減

設
備
そ
の
他
の
安

全
設
備
 

非
常

用
ガ
ス
処

理
フ
ィ
ル

タ
ト
レ
イ
ン
 

 原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

3
 
 
圧
力
低
減

設
備
そ
の
他
の
安

全
設
備
 

・
設

定
根
拠
に

関
す
る
説

明
書
 

非
常

用
ガ
ス
処

理
系
排
風

機
，
非

常
用
ガ
ス
再

循

環
系

排
風
機
 

 原
子

炉
格
納
施

設
 

（
基

本
設
計
方

針
）
 

3.
3
.1
  
原
子

炉
建
屋
ガ
ス
処
理

系
 

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

   ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
原
子

炉
停
止
後
の

期
間

を
設
定
し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

   

  

・
安
全

評
価
指
針
に
基

づ
き
，
評

価
上
仮
定

し
た
条
件
で
あ

る
た
め
 

                       



-
 

ﾛ
 
-
 
1
3 
-
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(
k
)
 

放
射
能

閉
じ
込

め
機

能
の

観
点

か
ら
，

原
子
炉

建
屋
ガ

ス
処

理
系
に

単
一

故
障
を
仮

定
す
る
。
 

(l
) 

非
居
住

区
域
境
界

外
で
の
地
表
空

気
中
濃
度

は
，
現
地

に
お
け
る

20
05

年

4
月

か
ら

20
0
6
年

3
月
ま
で

の
気
象
観
測

に
よ
る
実

測
値
及

び
実
効
放
出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃
度

に
核

分
裂

生
成

物
の

全
放

出
量

を
乗

じ
て

求

め
る
。
 

(
m
)
 

非
居
住

区
域
境

界
外

で
の

希
ガ

ス
に
よ

る
γ
線

空
気
カ

ー
マ

は
，
現

地
に

お
け
る

2
0
05

年
4
月

か
ら

2
00
6
年

3
月
ま

で
の
気
象

観
測
に
よ

る
実
測
値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

線
量

に
希

ガ
ス

の
全

放
出

量
を

乗

じ
て
求
め

る
。
 

ｄ
．

原
子
炉
冷
却
材
喪
失
 

(
ⅰ
)
，
ａ

．
で

想
定
し
た

原
子
炉

冷
却
材
喪
失
の

際
に
，
放
射

性
物
質
が
環

境
に
放
出

さ
れ
る
事
象
を

想
定
す

る
。
 

(a
) 

原
子
炉

は
，
事
故

直
前
ま
で

定
格
出
力

の
約

10
5
％
（
熱

出
力

3,
44

0M
W）

で
十
分
長

時
間
（
2
,
0
00

日
）
運

転
さ
れ
て
い
た

も
の
と
す

る
。
 

  (
b
)
 

事
故
発

生
前
の

冷
却

材
中

の
核

分
裂
生

成
物
の

濃
度
は

，
運

転
上
許

容
さ

れ
る

Ｉ
－

1
31

の
最

大
濃

度
で

あ
る

4
.
6
×

1
0
３
B
q
／
g
に

相
当
す

る
も

の
と

し
，
そ
の

組
成
を
拡
散
組

成
と
す

る
。
 

(
c
)
 

事
故
発

生
後
新

た
に

燃
料

棒
の

破
損
は

生
じ
な

い
た
め

，
原

子
炉
圧

力
の

低
下
に
伴

う
燃
料
棒
か
ら

の
核
分

裂
生
成
物

の
追
加
放
出
量

は
，
Ｉ

－
1
3
1
に

つ
い

て
は

先
行

炉
等

の
実

測
値

の
平

均
値

に
適

切
な

余
裕

を
み

た
値

で
あ

る

2.
22
×
1
0
１

４
Bq

と
し
，

そ
の
他

の
核

分
裂
生

成
物

に
つ
い
て

は
そ

の
組

成
を

平
衡
組
成

と
し
て
求
め
，
希
ガ

ス
に
つ
い
て

は
よ
う
素
の

2
倍
の
放

出
が
あ
る

も
の
と
す

る
。
 

(
d
)
 

燃
料
棒

か
ら
格

納
容

器
内

に
放

出
さ
れ

た
よ
う

素
の
う

ち
，

有
機
よ

う
素

は
4
％
と
し
，

残
り
の

9
6
％
は
無

機
よ
う
素

と
す
る
。
 

(e
) 

無
機
よ

う
素
に
つ

い
て
は
，
50
％
が
格
納

容
器
内
部
に
沈

着
し
，
漏
え
い
に

寄
与
し
な

い
も
の
と
す
る
。
さ
ら

に
，
無
機
よ

う
素
が
格
納

容
器
ス

プ
レ
イ
水

に
よ
っ
て

除
去
さ
れ
る
，
あ
る
い

は
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル
水

に
溶
解
す

る
割
合
は
，
無
機
よ
う

素
に
つ
い

て
は
分
配
係
数

で
示
し
て

1
0
0
と

す
る
。
有

機
よ
う
素

及
び
希
ガ
ス
に

つ
い
て

は
，
こ
れ

ら
の
効
果

を
無
視

す
る
も
の
と
す

る
。
 

(f
) 

格
納
容

器
内
で
の

核
分
裂
生
成
物

の
自
然
崩

壊
を
考
慮

す
る
。
 

  

             ・
原
子
炉

の
形
式
，
熱
出

力
＊
 

（
＊
本
文

三
号
に
記
載
）
 

                      

            【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

                    

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

   

・
気
象

方
針
に
基
づ
き
，
相
対
濃

度
及
び
相

対
線

量
の

設
定

方
法

を
説

明
し

た
も

の
で

あ
る
た
め
 

   ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

      

・
安
全

評
価
指
針
に
基

づ
き
，
評

価
上
仮
定

し
た
で
あ
る
た

め
 

       ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
原
子

炉
格
納
容
器

内
の

核
分

裂
生

成
物

の
取

扱
い

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る
た
め
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-
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(
g
)
 

格
納
容
器
の

漏
え
い
率
は

，
設

計
上
定
め

ら
れ
た
最
大

値
（

0
.
5％

／
d）

と

す
る

。
 

 な
お
，
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

に
よ
り
格
納

容
器
外

へ
導
か
れ
た
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
の

漏
え
い

に
よ

る
核
分

裂
生

成
物

の
放

出
量

は
，
格

納
容

器
内

気
相

部
か

ら
の

漏
え
い

に
よ

る
放
出

量
に

比
べ

て
十

分
小

さ
く
，

有
意

な
寄

与
は

な
い
た
め

そ
の
評
価

を
省
略
す
る

。
 

 (
h
)
 

通
常

運
転

時
に

作
動

し
て

い
る

原
子

炉
建

屋
の

常
用
換

気
系

は
，

原
子
炉

水
位

低
，
ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
圧
力
高

又
は
原
子

炉
建
屋
放

射
能
高
の
信

号
に
よ
り

原
子

炉
建
屋
ガ

ス
処
理
系
に
切

り
替
え

ら
れ
る
も

の
と
す
る
。
核

分
裂
生
成
物

が
原
子
炉

建
屋
に
お
い
て
，
床
，
壁
等
に
沈
着

す
る
こ
と
に

よ
る
除

去
効
果
は

無
視
し
，

自
然
崩
壊
の
み

を
考
え

る
。
 

  (
i
)
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
よ

う
素

用
チ

ャ
コ

ー
ル

フ
ィ
ル

タ
の

よ
う

素
除
去

効
率

は
，
設
計
値

9
0
％
を
用
い

る
も
の

と
し
，
ま
た

，
原
子
炉

建
屋
か
ら
，
非

常
用

ガ
ス
再
循

環
系
及
び
非
常

用
ガ
ス

処
理
系
の

2
系
統
を
通
り
大

気
中
に
放

出
さ

れ
る
よ
う

素
の
除
去
効
率

は
，
非
常

用
ガ
ス
処

理
系
よ
う
素
用

チ
ャ
コ
ー

ル
フ

ィ
ル
タ
の

設
計
値

9
7％

を
用
い
る
も
の

と
す
る
。

 

 (
j
)
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
及

び
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
の
容

量
は

，
そ

れ
ぞ
れ

設
計

で
定
め
ら

れ
た
値
（
4
.8

回
／
d
及
び

1
回
／

d）
と
す
る

。
 

    (
k
)
 

原
子
炉

建
屋
内

の
核

分
裂

生
成

物
か
ら

の
直
接

線
及
び

ス
カ

イ
シ
ャ

イ
ン

線
に
よ
る

実
効
線
量
の
評

価
に
当

た
っ
て
は

，
格
納
容

器
か
ら

原
子
炉
建
屋
内

に
漏

え
い

し
た

核
分

裂
生

成
物

が
全

て
原

子
炉

建
屋

内
に

均
一

に
分

布
す

る

も
の
と
す

る
。
 

な
お
，
格
納
容

器
内
の
核
分
裂

生
成
物

か
ら
の
直

接
線
及
び
ス

カ
イ
シ
ャ
イ

ン
線
は
，
原

子
炉
一
次

遮
蔽
等
に

よ
り
十
分
遮
蔽

さ
れ
て
お

り
，
実
効
線
量
の

評
価
に
お

い
て
有
意
な
寄

与
は
な

い
た
め
，
原
子
炉
建

屋
内
の

線
源
と
し
て
は

除
外
す
る

。
 

(
l
)
 

事
故
の

評
価
期

間
は

，
格

納
容

器
内
圧

が
格
納

容
器
か

ら
の

漏
え
い

が
無

視
で
き
る

程
度
に
低
下
す

る
ま
で

の
期
間
（

こ
こ
で
は
安
全

側
に
無

限
期
間
）

・
リ

(
2
)
 

原
子

炉
格

納
容

器
の

最
高

使
用

圧
力

及
び

最
高

使

用
温
度
並

び
に
漏
え
い
率
 

      ・
ヘ
(2
)(

ⅱ
)
 
そ
の
他

の
主
要
な
安
全

保
護
回
路

の
種
類
 

      ・
リ
(
4)
(
ⅳ
)
 
原
子
炉

建
屋
ガ
ス
処
理

系
 

     （
本
文
五

号
に
記
載
な
し

）
 

               

原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

1
 
 
原
子
炉
格

納
容
器
 

     計
測

制
御
系
統

施
設
 

（
要

目
表
）
 

7
 

工
学
的
安

全
施
設
等
の
起
動

信
号
 

・
工

学
的
安
全
施
設

等
の
起
動
（

作
動
）
信

号
の

設
定

根
拠
に
関

す
る
説
明

書
 

  原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

3
 
 
圧
力
低
減

設
備
そ
の
他
の
安

全
設
備
 

非
常

用
ガ
ス
再

循
環
系
フ

ィ
ル
タ
ト
レ

イ
ン
 

非
常

用
ガ
ス
処

理
系
フ
ィ

ル
タ
ト
レ
イ

ン
 

 原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

3
 
 
圧
力
低
減

設
備
そ
の
他
の
安

全
設
備
 

・
設

定
根
拠
に

関
す
る
説

明
書
 

非
常

用
ガ
ス
処

理
系
排
風

機
，
非

常
用
ガ
ス
再

循

環
系

排
風
機
 

          

   ・
安

全
評

価
指

針
に

基
づ

き
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ
ェ
ン
バ

の
プ
ー
ル

水
の
漏
え

い
に
よ
る
核

分
裂

生
成

物
の

放
出

量
を

設
定

し
た

も
の

で
あ

る
た

め
 

 
 

   ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

 

 

            ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
  

      ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

期
間
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 



-
 

ﾛ
 
-
 
1
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-
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

と
す
る
。
 

(
m
)
 

格
納

容
器

か
ら

原
子

炉
建

屋
内

に
漏

え
い

し
た

核
分
裂

生
成

物
は

，
原
子

炉
建

屋
ガ
ス
処

理
系
で
処
理
さ

れ
た
後
，
排
気
筒
か

ら
大
気
中
に
放

出
さ
れ
る

も
の

と
す
る
。

 

(
n
)
 

放
射
能

閉
じ
込

め
機

能
の

観
点

か
ら
，

原
子
炉

建
屋
ガ

ス
処

理
系
に

単
一

故
障
を
仮

定
す
る
。
 

(o
) 

非
居
住

区
域
境
界

外
で
の
地
表
空

気
中
濃
度

は
，
現
地

に
お
け
る

20
05

年

4
月

か
ら

20
0
6
年

3
月
ま
で

の
気
象
観
測

に
よ
る
実

測
値
及

び
実
効
放
出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃
度

に
核

分
裂

生
成

物
の

全
放

出
量

を
乗

じ
て

求

め
る
。
 

(
p
)
 

非
居
住

区
域
境

界
外

で
の

希
ガ

ス
に
よ

る
γ
線

空
気
カ

ー
マ

は
，
現

地
に

お
け
る

2
0
05

年
4
月

か
ら

2
00
6
年

3
月
ま

で
の
気
象

観
測
に
よ

る
実
測
値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

線
量

に
希

ガ
ス

の
全

放
出

量
を

乗

じ
て
求
め

る
。
 

(
q
)
 

直
接
線

及
び
ス

カ
イ

シ
ャ

イ
ン

線
に
よ

る
実
効

線
量
は

，
原

子
炉
建

屋
内

の
核
分
裂

生
成
物
に
よ
る

γ
線
積

算
線
源
強
度
を
用
い
，
原
子

炉
建
屋
の
遮
蔽

効
果
を
考

慮
し
て
求
め
る

。
 

 

ｅ
．

制
御
棒
落
下
 

(
ⅱ
)
，
ａ

．
で

想
定
し
た

制
御
棒

落
下
の
際
に
，
放
射
性
物
質

が
環
境
に
放

出
さ
れ
る

事
象
を
想
定
す

る
。
 

(
a
)
 

本
事

故
に

よ
る

燃
料

棒
の

燃
料

被
覆

管
の

破
損

本
数

が
最

大
と

な
る

の

は
，
サ
イ
ク

ル
初
期
の

高
温
待
機

状
態
で
事
故
が

発
生
し
た

場
合
で

あ
り
，
炉

心
の
全
燃

料
棒
に
対
す
る

破
損
燃

料
棒
割
合
を

6
％
と
し
て

解
析
す

る
。
 

(
b
)
 
原
子
炉

は
高
温
待

機
状
態
に
あ
り
，
事
故
発
生

の
30

分
前

ま
で

定
格
出
力

の
約

10
5
％
（
熱
出

力
3,
4
4
0M
W
）
で
十
分
長

時
間
（
2
,0
0
0
日
）
運
転
さ
れ
て

い
た
も
の

と
す
る
。
 

 (c
) 

事
故
時

の
主
蒸
気

流
量
は
定
格
の

5％
と
す

る
。
 

(
d
)
 

破
損
し

た
燃
料

棒
を

有
す

る
燃

料
集
合

体
に
含

ま
れ
る

核
分

裂
生
成

物
の

量
は
，
最

大
出
力
の
燃
料

集
合
体

に
含
ま
れ

る
量
と
同
じ
で

あ
る
と

す
る
。
 

(
e
)
 

破
損
し

た
燃
料

棒
か

ら
は

，
燃

料
ギ
ャ

ッ
プ
中

の
核
分

裂
生

成
物
の

全
量

が
冷
却
材

中
に
放
出
さ
れ

る
も
の

と
す
る
。
破
損
し
た

燃
料
棒

の
ギ
ャ
ッ
プ
中

の
核
分
裂

生
成
物
の
存
在

量
に
つ

い
て
は
，
最
大
出
力

燃
料
集

合
体
と
同
等
で

あ
る

こ
と

を
考

え
て

，
破

損
し

た
燃

料
棒

内
の

全
蓄

積
量

に
対

し
て

希
ガ

ス

10
％
，
よ

う
素

5％
と
す

る
。
 

 

 チ
(4
)(
ⅳ

)原
子
炉
建
屋

ガ
ス
処
理
系
 

                      ・
原
子
炉

の
形
式
，
熱
出

力
＊
 

（
＊
本
文

三
号
に
記
載
）
 

           

 原
子

炉
格
納
施

設
 

（
基

本
設
計
方

針
）
 

3.
3
.1
  
原
子

炉
建
屋
ガ
ス
処
理

系
 

                   【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

         

    ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 
 

  

・
気
象

方
針
に
基
づ
き
，
相
対
濃

度
及
び
相

対
線

量
の

設
定

方
法

を
説

明
し

た
も

の
で

あ
る
た
め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
原
子

炉
建
屋
内
の

核
分

裂
生

成
物

の
取

扱
い

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

・
事

象
進

展
解

析
結

果
を

保
守

的
に

設
定

し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

     

・
安
全

評
価
指
針
に
基

づ
き
，
評

価
上
仮
定

し
た
条
件
で
あ

る
た
め
 

    



-
 

ﾛ
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(
f
)
 

破
損
し

た
燃
料

棒
か

ら
放

出
さ

れ
た
希

ガ
ス
は

，
全
て

瞬
時

に
気
相

部
に

移
行
す
る

も
の
と
す
る
。
 

(g
) 

破
損
し

た
燃
料
棒

か
ら
放
出
さ
れ

た
よ
う
素

の
う
ち
，
有

機
よ
う

素
は

4％

と
し
，
残

り
の

9
6％

は
無
機
よ
う

素
と
す
る

。
有
機
よ

う
素
の
う
ち

1
0％

は

瞬
時
に
気

相
部
に
移
行
す

る
も
の

と
し
，
残
り

は
分
解
す
る

も
の
と

す
る
。
有

機
よ

う
素

か
ら

分
解

し
た

よ
う

素
及

び
無

機
よ

う
素

が
気

相
部

に
キ

ャ
リ

ー

オ
ー
バ
さ

れ
る
割
合
は

2
％
と
す

る
。
 

(h
) 

主
蒸
気
隔
離

弁
は
，
主
蒸

気
管
放
射
能

高
信
号
に

よ
り

0.
5
秒
の
動
作

遅

れ
時

間
を
含
み

事
故
後

5
秒
で

全
閉
す

る
も
の
と

す
る
。

 

 (i
) 

復
水
器

へ
移
行
し

た
核
分
裂
生
成

物
の
う
ち

，
無
機
よ

う
素
の

50
％
は
沈

着
す
る
も

の
と
し
，
気

相
中
の
残

り
の
核
分
裂
生

成
物
は
，
復
水

器
及
び
タ
ー

ビ
ン
の
自

由
空
間
に
対
し

0
.5
％

／
d
の
漏
え

い
率
で
タ

ー
ビ
ン

建
屋
内
へ
漏

え
い
す
る

も
の
と
す
る
。
 

 (
j
)
 

タ
ー

ビ
ン

建
屋

内
に

漏
え

い
し

た
核

分
裂

生
成

物
に
つ

い
て

は
，

タ
ー
ビ

ン
建

屋
換
気
系

が
作
動
し
て
い

る
も
の

と
し
，
こ
れ

に
よ
り
排
気
筒

か
ら
大
気

中
に

放
出
さ
れ

る
も
の
と
す
る

。
 

(
k
)
 

放
射
能

閉
じ
込

め
機

能
の

観
点

か
ら
，

主
蒸
気

隔
離
弁

に
単

一
故
障

を
仮

定
す
る
。
 

(l
) 

非
居
住

区
域
境
界

外
で
の
地
表
空

気
中
濃
度

は
，
現
地

に
お
け
る

20
05

年

4
月

か
ら

20
0
6
年

3
月
ま
で

の
気
象
観
測

に
よ
る
実

測
値
及

び
実
効
放
出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃
度

に
核

分
裂

生
成

物
の

全
放

出
量

を
乗

じ
て

求

め
る
。
 

(
m
)
 

非
居
住

区
域
境

界
外

で
の

希
ガ

ス
に
よ

る
γ
線

空
気
カ

ー
マ

は
，
現

地
に

お
け
る

2
0
05

年
4
月

か
ら

2
00
6
年

3
月
ま

で
の
気
象

観
測
に
よ

る
実
測
値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

線
量

に
希

ガ
ス

の
全

放
出

量
を

乗

じ
て
求
め

る
。
 

 

(
ⅳ
)
原
子
炉
格
納
容

器
内
圧
力

，
雰
囲

気
等
の
異
常
な

変
化
 

ａ
．

原
子
炉
冷
却
材
喪
失
 

(
ⅰ
)
，
ａ

．
で

想
定
し
た

原
子
炉

冷
却
材
喪
失
の

際
に
，
格
納

容
器
内
の
圧

力
，
温
度

が
異
常
に
上
昇

す
る
事

象
を
想
定

す
る
。
 

(
a
)
 

原
子

炉
は

，
事

故
発

生
直

前
ま

で
定

格
出

力
の

約
1
0
5
％

（
熱

出
力

3,
44

0M
W）

で
運
転

し
て
い
た
も

の
と
す

る
。

 

  

       ・
ヘ
(
2)
(
ⅱ
)
そ
の
他
の

主
要
な
安
全
保

護
回
路
の

種
類
 

       （
本
文
五

号
に
記
載
な
し

）
 

                 ・
原
子
炉

の
形
式
，
熱
出

力
＊
 

（
＊
本
文

三
号
に
記
載
）
 

  

       ・
発

電
用

原
子

炉
の

運
転

を
管

理
す

る
た

め
の

制
御

装
置

に
関

す
る

制
御

方
法

に
関

す
る

説
明

書
 

     放
射

線
管
理
施

設
 

（
基

本
設
計
方

針
）
 

2.
2
.4
 
タ
ー

ビ
ン
建
屋
換
気
系

 

              【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

  ・
安
全

評
価
指
針
に
基

づ
き
，
評

価
上
仮
定

し
た
条
件

で
あ
る
た

め
 

  

    ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
核
分

裂
生
成
物
の

タ
ー

ビ
ン

建
屋

内
へ

の
漏

え
い

率
を

設
定

し
た

も
の

で
あ
る
た
め
 

     ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

   

・
気
象

方
針
に
基
づ
き
，
相
対
濃

度
及
び
相

対
線

量
の

設
定

方
法

を
説

明
し

た
も

の
で

あ
る
た
め
 

     ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

    



-
 

ﾛ
 
-
 
1
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発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

 (b
) 

事
故
発

生
と
同
時

に
外
部
電
源
が

喪
失
す
る

も
の
と
す

る
。
し

た
が
っ
て

，

再
循
環
ポ

ン
プ
は
即
時
に

ト
リ
ッ

プ
す
る
。
 

 (c
) 

破
断
口

か
ら
の
冷

却
材
の
流
出
は

，
Mo
o
d
y
の
臨
界

流
モ
デ
ル
を

用
い
て
計

算
す
る
。
 

 (d
) 

事
故
発

生
直
前
の

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

温
度
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン
バ
内

の
プ
ー
ル

水
温
度
及
び
格

納
容
器

内
圧
は
，
そ

れ
ぞ
れ

5
7℃

，
35
℃
及

び
5
k
P
a

［
ga
ge
］

と
す
る
。
 

(
e
)
 

残
留
熱

除
去
系

の
格

納
容

器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系

へ
の
手

動
切

替
は
，

事
故

後
1
5
分
と
す

る
。
 

 (f
) 

格
納
容

器
ス
プ
レ

イ
冷
却
系
に
単

一
故
障
を

仮
定
す
る

。
 

  ｂ
．
可
燃
性
ガ

ス
の
発
生
 

(
ⅰ
)
，
ａ

．
で

想
定
し
た

原
子
炉

冷
却
材
喪
失
の

際
に
，
可
燃

性
ガ
ス
が
発

生
す
る
事

象
を
想
定
す
る

。
 

 

(
a
)
 

原
子

炉
は

，
事

故
発

生
直

前
ま

で
定

格
出

力
の

約
1
0
5
％

（
熱

出
力

3,
44

0M
W）

で
運
転

し
て
い
た
も

の
と
す

る
。

 

  (b
) 

事
故
発

生
と
同
時

に
外
部
電
源
が

喪
失
す
る

も
の
と
す

る
。
 

  (
c
)
 

ジ
ル
コ

ニ
ウ
ム

－
水

反
応

に
よ

る
水
素

の
発
生

量
は
，

原
子

炉
冷
却

材
喪

失
解
析
に

よ
る
発
生
量
の

5
倍
，

又
は
燃
料

被
覆
管
の
表
面

か
ら

5
.8
μ
m
の

厚
さ
が
反

応
し
た
場
合
に

相
当
す

る
量
の
い

ず
れ
か
大
き
い

ほ
う
と

し
，
解
析

で
は
燃
料

被
覆
管
の
表
面

か
ら

5
.8
μ
m
の

厚
さ
が
反

応
し
た
場
合
に
相
当
す

る
量
と
す

る
。
 

な
お
，
こ

れ
は
９
×

９
燃
料
（

Ａ
型
）
で
は

燃
料
被
覆

管
全
量
の

0
.
88
％
，

９
×
９
燃

料
（
Ｂ

型
）
で
は
燃
料
被

覆
管
全
量
の

0
.
89
％
に
相

当
す
る

量
で
あ

る
。
 

  

                    ・
原
子
炉

の
形
式
，
熱
出

力
＊
 

（
＊
本
文

三
号
に
記
載
）
 

               

                   【
既

工
認
】
（

要
目
表
）
 

1
.
原

子
炉
本
体
 

1.
1
 
炉

型
式
，
熱

出
力
，

過
剰
反

応
度
及
び

反

応
度

係
数
 

・
熱

出
力
計
算

書
 

             

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
外
部

電
源
の
取
扱

い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る
た

め
 

 ・
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
性

能
評
価
指

針
に
基
づ
き

，
流
出
量

計
算

モ
デ
ル
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

 ・
原

子
炉

の
運

転
状

態
を

設
定

し
た

も
の

で
あ

る
た

め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
判
断

時
間
を
考
慮

し
て

運
転

員
の

操
作

を
想

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

  ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
想
定

事
象
を
説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

     ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
外
部

電
源
の
取
扱

い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る
た

め
 

    

・
安

全
評

価
指

針
及

び
事

象
進

展
解

析
に

基
づ
き
，
水
素
の
発

生
量
を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

    



-
 

ﾛ
 
-
 
1
8 
-
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  

発
電
用
原

子
炉
設
置

変
更
許
可
申

請
書
（
本

文
十
号
）
 

発
電
用
原

子
炉
設
置
変
更

許
可
申

請
書
（
本

文
五
号
）
 

工
事
の
計
画
 

工
事

の
計
画
に

該
当
し
な
い
理

由
 

(d
) 

不
活
性

ガ
ス
系
に

よ
り
事
故
前
の

格
納
容
器

内
の
酸
素

濃
度
は

4.
0v
o
l％

以
下
と
し

て
い
る
が
，
解

析
で
は

4.
0v
ol
％
と

す
る
。
 

(
e
)
 

事
故
前

に
冷
却

材
中

に
溶

存
し

て
い
る

水
素
，

酸
素
の

寄
与

は
非
常

に
少

な
い
の
で
，
事
故
後
の

格
納
容
器

内
の
水
素
，
酸
素
濃
度
の

評
価
で

は
無
視
す

る
。
 

(
f
)
 

原
子
炉

冷
却
材

喪
失

解
析

結
果

か
ら
事

故
時
に

燃
料
棒

の
破

裂
が
生

じ
な

い
の
で
，
核

分
裂
生
成

物
は
す
べ

て
燃
料
棒
中
に

と
ど
ま
る

が
，
解
析
で
は
ハ

ロ
ゲ
ン
の

5
0
％
及
び
固

形
分
の

1％
が
格
納
容

器
内
の
水
の

液
相
中

に
存
在
す

る
も
の
と

す
る
。
さ
ら

に
，
他
の

核
分
裂
生
成
物

は
，
希
ガ

ス
を
除
き
，
す
べ

て
燃
料
棒

中
に
存
在
す
る

も
の
と

す
る
。
 

(g
) 

放
射
線

分
解
に
よ

り
発
生
す
る
水

素
ガ
ス
及

び
酸
素
ガ

ス
の
発
生
割

合
（

G

値
）
は
，
そ
れ
ぞ

れ
沸
騰
状
態

で
は

0.
4
分

子
／
10
0e

V，
0
.
2
分
子

／
10
0e
V，

非
沸
騰
状

態
で
は

0
.
25

分
子
／
1
0
0
eV
，
0.
1
25

分
子

／
10
0
e
V
と
す
る
。
 

(h
) 

ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
か

ら
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御

系
へ
の
吸

込
み
流
量
は

2
55
m

３
／
h[
n
or
ma
l]
と
し
，
再
循
環
流
量

85
m
３
／
h[
no
r
ma
l]
と
合

せ
，
合
計

34
0
m

３
／

h[
no
rm

al
]（

1
系
統
当
た

り
）
の
ガ
ス

が
可
燃
性

ガ
ス
濃
度
制

御
系
で
処

理
さ

れ
る
も
の

と
す
る
。

 

 

可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制

御
系
で
処

理
さ
れ
た
ガ

ス
は
，
再
循
環
す

る
も
の
を
除

き
，
す
べ

て
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ

に
戻
る
も
の
と

す
る
。
 

 

(i
) 

可
燃
性

ガ
ス
濃
度

制
御
系
は
，
事

故
後

3
.5

時
間

で
作
動
し
，

同
時
に
系

統
機
能
を

発
揮
す
る
も
の

と
す
る

。
 

 (
j
)
 

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

の
水

素
ガ

ス
及

び
酸

素
ガ
ス

の
再

結
合

効
率
を

9
5
％

と
す
る
。

 

  (
k
)
 

放
射
能

閉
じ
込

め
機

能
の

観
点

か
ら
可

燃
性
ガ

ス
濃
度

制
御

系
に
単

一
故

障
を
仮
定

す
る
。
 

解
析
は
，
原
則
と

し
て
事
象
が

収
束
し
，
支
障
な
く

冷
態
停
止
に
至
る
こ
と

が
で
き
る

こ
と
が
合
理
的

に
推
定

で
き
る
時

点
ま
で
と
す
る

。
 

 

（
＊
）
サ

イ
ク
ル
期

間
中
の
炉

心
燃
焼
度
変

化
及
び
燃

料
交
換

等
に
よ
り
変
動

す
る
値
で
あ

り
，

設
計
上
の
制
限

値
で
は
な

い
。
 

 

              ・
リ
(3
)(

ⅰ
)a
(a
)可

燃
性
ガ
ス
濃
度
制

御
系
 

         （
本
文
五

号
に
記
載
な
し

）
 

     

              原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

3
 
 
圧
力
低
減

設
備
そ
の
他
の
安

全
設
備
 

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制
御
系

再
結
合
装
置

ブ
ロ
ワ
 

      原
子

炉
格
納
施

設
 

（
要

目
表
）
 

3
 
 
圧
力
低
減

設
備
そ
の
他
の
安

全
設
備
 

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制
御
系

再
結
合
装
置
 

      

   

・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き

，
評
価
上
仮

定

し
た

条
件
で
あ
る
た

め
 

    

 

        ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

 ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
評
価

上
仮
定
し
た

条
件

で
あ
る
た
め
 

     ・
安
全
評
価

指
針
に
基
づ
き
，
単
一

故
障
を
設
定

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

・
安

全
評

価
指

針
に

基
づ

き
解

析
期

間
を

説
明

し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
評

価
に

用
い

る
核

的
パ

ラ
メ

ー
タ

の
取

扱
い

に
つ

い
て
説
明
し
た

も
の
で
あ

る
た
め

。
 

 

 


